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書  記  川 﨑 博 宣  

書  記  鈴 木 未 来 



塩竈市教育委員会定例会会議録 
 
◆日 時   令和８年１月１４日(水) 午後２時２６分～午後３時１３分 
 
◆場 所   壱番館庁舎３階 教育部会議室 
 
◆出席委員 

教 育 長 黒田  賢一 教育長職務代理者 髙橋  輝兆 

委 員 松田  攝子 委 員 佐 藤  香 

委 員 菅井  信吉   
 
◆事務局 

教 育 部 長 末 永  量 太 次長兼教育総務課長 櫻 下 真 子 

参事兼学校教育課長 岩 渕 克 洋 生涯学習課長 郷 古  勝 浩 

教育総務係長 川 﨑 博 宣 教育総務課主査 鈴 木 未 来 

教育総務課主事 橋 本 佳 奈 
 
 
 
◆定例会次第 

 １ 開会 

 ２ 前回会議録の承認 

 ３ 会議録署名委員の指名 

 

４ その他報告 

① 教育長報告 

1) 本市の教育活動の状況（１月分） 

   ② 教育部長報告 

③「第 72 回文化財防火デー」に伴う志波彦神社鹽竈神社消防訓練に 

ついて 

④ 塩竈市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施 

計画（案）について 

 

５ 閉会  



１ 開会 午後２時２６分 

 

２ 前回会議録の承認 

菅井委員から報告、承認 

 

３ 会議録署名委員の指名 

  髙橋委員と佐藤委員を指名 

 

４ その他報告 

①教育長報告 

   教育長から、以下のことについて報告 

1) 本市の教育活動の状況（１月分） 

 

〔主な質疑〕 

    特になし 

 

②教育部長報告 

 末永教育部長から、塩竈市議会１２月定例会の概要について報告 

 

〔主な質疑〕 

松田委員 塩竈市では家庭で１時間以上勉強する児童の割合が全国平

均より 10％少ないとなっているが、勉強は時間だけではな

く、質を高める工夫も併せて必要になると思う。朗誦教育

のシオーモも良い取り組みであるから、塩竈市の特徴ある

教育として継続してほしい。 

学校規模適正化に関するアンケートについて、教職員から

の回答率が 45％というのは低いのではないか。市内の学校

に勤めているので、高い意識を持っていただきたい。 

    

    岩渕課長 家庭学習の工夫については、新しい AIドリルの活用など

を検討している。アンケートについては全ての学校を回っ

て説明を行い、忌憚ない意見をいただきたいと伝えてい

る。学校により教職員の回答数に差があったため、記載の

ような結果になった。 

 

 

 

 



生涯学習課長から、以下のことについて報告 

③「第 72 回文化財防火デー」に伴う志波彦神社鹽竈神社消防訓練 

について 

 

〔主な質疑〕 

     教育長 昨年度の訓練で使用した消火施設は稼働するのか。 

 

    郷古課長 今回は稼働せず、消防車の放水のみを実施する。 

 

     

学校教育課長から、以下のことについて報告 

④ 塩竈市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施 

計画（案）について 

 

〔主な質疑〕 

    髙橋委員 教職員の１日の就業時間はどのようになっているか。 

 

岩渕課長 ７時間４５分である。しかし教材研究や部活動等でさらに

勤務しており、どこまでが本来の業務かという線引きが難

しい状況。現在は、教員の業務を明確にしたり、優先順位

をつけたりする取り組みを行っている。各学校では校務支

援システムを利用した勤務状況の確認を行い、結果を教育

委員会へ報告してもらっている。 

 

髙橋委員 ストレスチェックについて、高ストレス者と診断された場

合は産業医と面談をすることになっているが、システムは

構築されているか？ 

 

岩渕課長 現在、令和８年度の開始に向けて精査中である。 

 

髙橋委員 システムを早く構築した方がよい。メンタルヘルスに関し

ては、労働基準監督署が厳しい現状ではある。イニシャル

コストがかかってもランニングコストが安く済むシステム

を実現できるように整えていってほしい。 

 

菅井委員 今回の管理については、校長や教頭といった管理職も当て 

はまるのか。 

 

岩渕課長 当てはまる。 

 



菅井委員 月の時間外在校等時間は、夏休み等の長期休業がある月も

含めた平均の時間か。 

 

岩渕課長 お見込のとおり。月単位で見ると４～５月、行事の多い 

１０月は時間外在校等時間が特に多い状況である。 

 

菅井委員 仕事で時間がかかる部分をどう減らしていくのか、時間外

の勤務を減らして仕事量を収めることが出来るのか等、働

きやすい環境になれば良いと思う一方で、先生方の負担に

ならなければよいと思う。 

 

松田委員 「やりがいを感じている」教職員の割合が９６％と高いの

は良いことだと思う。一方で、先生方の気持ちが高いがゆ

えに真面目になりすぎるようなこともあるのではないか。 

先生１人で頑張るのではなく、管理職や周囲の教職員みん

なで子どもたちを見る学校運営を大切にしてほしい。 

 

佐藤委員 アンケート調査の円グラフを見ると「あまりやりがいを感

じていない」と回答している管理職がいる。管理職の悩

み・苦しみを拾い上げるのが教育委員会だと思う。 

 

教育長 貴重なご意見として頂戴したい。 

 

 

８ 閉会 午後３時１３分 

 

 

≪会議録署名委員≫ 

 

 

（髙橋委員） 

 

 

（佐藤委員） 


